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1 はじめに
近年,インターネットの普及とともにその利用

者数も大幅に増加し, ユーザの需要も多方面に渡る
ようになった. インターネット上には様々なWebア
プリケーションが存在し, 交通機関や宿泊施設の予
約や,天気予報や為替レートなどリアルタイムで変
化するデータの取得を可能にしている.

知識メディア技術を用いた C3Wフレームワーク
[1]では,複数のWebアプリケーションから「入力」
と「出力」の要素を抽出し,それらの要素間でデータ
連携を定義することで複数のWebアプリケーション
に対する機能連携をアドホックに構築することを可
能にした. しかしC3Wでは一度に計算できる件数や
出力に対する二次的な演算手段が制限される. 本研
究では C3Wとスプレッドシートを連携することに
より,スプレッドシート・インタフェースを用いて複
数のWebアプリケーションに対して結果を比較し,
分岐や繰り返しの構文またはその他の関数を用いる
ことによって入出力に対して二次的な演算を行うこ
とで, ユーザが自在,簡便にWebアプリケーション
間のオーケストレーションを定義し,実行することが
できる環境を構築した.

2 C3W

本章ではWeb アプリケーションの入出力要素を
抽出し連携する機能を持つアプリケーションである
C3Wについて説明する．C3Wは，IntelligentPad[2]
を基盤アーキテクチャとして使用しており,専用のブ
ラウザから入出力要素を C3Sheeetと呼ばれる台紙
Padに直接ドラッグ＆ドロップすることで抽出を行
う．抽出された要素は台紙を通じて自動的に関連付
けさせるので，同一Web アプリケーション間の関
係は保たれる．また，抽出された要素はそれぞれに
自身の内部状態を表すパラメータ値を格納する「ス
ロット」を持っており，スロットの中身を参照するこ
とでその要素がどのようなパラメータ値を保持して
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いるかを知ることができる．本研究では C3Wによ
り作成された Padをスプレッドシートと連携するこ
とによってWebアプリケーションのオーケストレー
ションを行う.
3 研究内容
本研究では，スプレッドシートの実装環境として

Microsoft Excelを用いる。
3.1 数式による連携

Excel上では,一枚の合成 Padを一つのセルに対
応させる方法をとる. この方法によってスプレッド
シート上に Padが複数存在する場合でもユーザはス
プレッドシート上セルのアドレスによって Padを識
別できるようになる. Excel上で Padを使用するに
あたって,以下の２つの機能が必要となってくる.

�セルの値をスロットに代入する
�スロットの値をセルに代入する

これらの２つの機能を実現するため,本研究では
VBAのユーザ定義関数によって「padeval関数」と
呼ばれる関数を用意した.padeval関数の詳細を以下
に記述する.

=padeval(“Padが存在するセル”,(“入力セル”,“入
力先スロット名”,)× n“出力元スロット名”)
　※「× n」は直前の ()が n回繰り返されること
　　　を示す.

padeval関数により,参照されたPadに対して入力
と出力を一括して行うことができる.
このように連携手段として数式を用いることで，コ
ピー機能により連携を容易に複製できるようになる.

3.2 Pad,数式の生成

Pad,数式の生成はツールバーとして表示される３
つのボタンを使用して行う.
Createpadボタン

CreatePad ボタンは現在選択中のセル上に台紙
Padを表示する機能を持っている.
Getslotsボタン

ユーザは Createpadボタンを押した後,台紙 Pad
上に使いたい Padを手動で表示させる. その後 Pad
が貼られたセルを選択した状態でGetslotsボタンを
押すとその Padのスロット名一覧と各スロットが保
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持している値がこの Padを含むセルの下に順に並べ
られて表示される.
またこの時に色を選択するダイアログが表示され

Getslotsボタンによる表示部分と Padの位置のセル
に対してユーザが選択した色が塗られる.

Create Pad

Get Slots

padeval

padevalボタン

Getslotsボタンによって表示されたスロットの値
はあくまでボタンを押した当時のスロットの値であ
る.これらのスロット値に入出力の関係を持たせる役
割, つまり padeval関数を生成する機能を担ってい
るのが padevalボタンである.

padevalボタンが押されると,Padが持つスロット
の一覧から入力用のスロットを選択できるダイアロ
グが表示される. ユーザはこのダイアログから単数,
または複数のスロットを選択することで選択中のセ
ルに padeval関数が生成される.

3.3 オーケストレーションの手段

コンピュータサイエンスにおけるオーケストレー
ションとは複雑なシステムに対し管理やコーディネー
トが自動的に行える環境を意味している.
本研究ではオーケストレーションのために必要な

機能としてプログラミングで記述できる機能をスプ
レッドシート上で実現することを目標としている. 本
論文ではこれを実現するために,条件分岐関数と繰
り返し処理実行関数をスプレッドシート上の関数と
して実現した.スペースの都合上以下には条件分岐
関数のみを説明する.
条件分岐のための機能として Excelでは if関数が

用意されている. if関数の詳細は次の通りである.
=if(”理論式”,”真の場合”,”偽の場合”)
”真の場合”,”偽の場合”には数式を入力することも

可能なので,それらに padeval 関数を入力すること
で条件に応じて使用する Padを変更することも可能
である.

4 実際の使用例

本章では前章で説明したフレームワークによって
新たなシステムが生成される例を紹介する.

今回の例は国内の CD購入サイトと外国の CD購
入サイトで CDを買った場合の料金を送料込みで算
出し比較するものである. 今回の例で使用したWeb
アプリケーションは以下の３つである.

�国内 CD購入サイトの検索機能 (以下 appA)

・送料 1500円以上無料,1500円以下定額

�海外 CD購入サイトの検索機能 (以下 appB)

・送料定額,通貨単位はドル

�通貨変換機能 (以下 appC)

これら３つのWebアプリケーションの連携の流れ
を示すフローチャートを以下に示す.

appBappA

値段の比較

appC

送料

送料

金額>1500

T

F(a)

(b)

(c)

appBappA

値段の比較

appC

送料

送料

金額>1500

T

F(a)

(b)

(c)

(a) appAから appCへの連携は数式を用い,appC
の入力として (appAの出力+送料)を参照する.

(b) 送料の条件分岐は appBの出力に対して if関
数を用いる.

(c) 結果を if関数で比較し,不等号を表示させる.

5 おわりに

本研究では複数のWebアプリケーションに対する
Excel上でのオーケストレーションのためのフレー
ムワークを示した.この方法により従来では不可能,
または手間が掛かった複数のWebアプリケーション
の結果を比較し条件によって新たな演算を行うとい
うことが可能になった. これにより, エンドユーザ
がWebアプリケーションを用いた業務用アプリケー
ションを容易に作成することも可能になり,また将来
的に Padの機能の多彩化によってさらに複雑な複数
のシステムを Excel上で一斉管理することも可能に
なるだろう.
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